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科学技術庁

創刊

金属材料技術研究所

の二　とば

　科学の進歩，技術

の発達は新しい材料

を要求し，材料の適

正使用をより必要と

しているOこれらの

ために材料は最近特

に著しい発展を遂げ

つつ凄）る。また逆に

’新しい一性質をもつ材

料の発1洲・発見は科学技術の進歩をうながしつつ

あることも事実である。金属材料においては有機

材料のある種のものほどには新材種を」三みまたは

発展してはいないかもしれないが，その進展ぶり

は誠に目覚しいものがある。ことに…流技術国に

おいては新材料が創出されるとともに，それのも

つ性質を要求に対して最高度に発揮しうるように

精錬・溶製・鋳造りリl1工・熱処理等のあらゆる面

で万全の策を講ずるようになつてさ一ており，これ

によつて材料の使用状態での性能は著しく向上L

ている。

　このようにLて産業に従事する人人は，研究者・

専門技術者または学者にまかせるのみでなく，自

からも材料の動向に対しては常に注意と関心とを

持つ必要があ私また一方材料が新Lけれぽ新し

いだけ適工Eに使用することがなによりも望まLい

ことであつて，たとえ優秀な材料であつても良い

所長理博橋本宇一
条件で適正に使用されない限り，その材料のもつ

木質を十分には発揮できない。

　木研究所としてはこのような問題点について万

全を期するために，新材料創出，新作業方法の確

立にできる限りの努力を払つてゆきたいと思う。

ことに従来比較的等閑にされていたもの，民問，

従来の国立機関，大学研究組織等では実施しがた

いようなものを採りあげてゆくつもりである。し

かしこうLた研究成果・実施効果を世に問うたy）

には多少の日月を必要とするものであり，従つて

研究報告の実のあるものを今ただちに出版するに

は至つていない。

　このたび本技術ニユースを創刊するに至つたこ

とは材料取扱に対する前述の理由から，新材料・

新技術を紹介するととも材料に関する適正な作業

指針を紹介するよすがとしたいためである。それ

とともに設立途上にある本研究所の研究および整

備の現状とその発展状態の速報でもある。これに

よつて産業または研究者等に対して何等かの御役

にたてぼ望外のよろこびである。

　本技術ニユースに対する御批判・御希望等を卒

直にいただけれで幸であり，これら御忠言を生か

してこのニユースを一層役立つものに改善してゆ・

きたいと考えている。倉1」干1」にあたり一言御挨拶の

辞を述べるとともに，わが国材料界・産業界の将

来益々健全に発展されんことを祈るものである。



材技研全景
研究計画のあらまL

　第1部　金属材料技術研究所の性格よりいえ

ぼ，第1都においては金属の製錬・溶解・鋳造・

溶接および粉末冶金に関Lて，生産に直結した基

礎的および応用的研究を実施すべきであるが，現

在の段階において，特に製錬に関する研究は，必

要に応じて行う程度に留めるほかないので，とり

あえず鉄および非鉄金属材料に関するいわゆる製

造冶金学的の研究を行うのが原貝1」である・

　本年度においては，人員・設備その他の関係で，

国策上の重要課題について，全面的に研究を進め

ることは不可能であるため，特に学界および業界

よりの要望にこたえて，耐熱材料の研究に重点を

置くことにした。すなわち最近ガスターピソ・ジ

エツトエンジン・原子炉等の発達に伴つて，耐熱

材料の使用温度とその使用条件に対する要求がま

すます高度になつてきた。そこで耐熱鋼，耐熱合

金および超耐熱材料について，それぞれの地金純

度・化学的組成・溶解雰囲気・脱酸条件・加二L・

熱処理条件等と高温特性との関連性を明らかにし

て，それぞれの使用目的に即応する最適の条件を

解明L，これらの研究成果を生産方式に適応させ

て活用する・なお，航空技術審議会の答申案にも

とづいて，航空機用アルミ’ニウム合金・マグネシ

ウム合金鋳物および強カチタニウム合金に関する

研究をも実施するための必要な準備を進めてい

る。そこで以上の研究を促進するに当つては，各

部とも緊密な連げいを保ち，一方では他の研究機

関，並に研究委員会とも，常に十分な連絡をとり，

たるべく研究の重復を避けて，最も合理的に研究

を推進する方針である。

第2部　第2部においては材料の加工と物理的

性質に関する研究を行う。

　本年度の研究課題としては純金属の研究および

特殊鋼の1品質向上の研究であり，純金属の研究と

してまず高純度クロムに関して追究する・

　クロムは一般にもろい材料でおり実用性にとぼ

しいものとされてきたが，電解・水素還元・アー

ク溶解の操作を行うことによつて靱1生をもつクロ

ムができ㍍われわれはこの方法によつて製造し

た純クロムについて機械的性質および物理的性質

をしらべ，また純ク1ゴム製造の能率向上の研究を

行う，同時にこの純クロムを利用して各種ク1ゴム

合金，例えぼ耐熱クロム合金・電熱線・クロメル

線等の合金についてその性能向上の研究を行う。

　また原子力工業の発連にともない，原子炉用構

造材料の研究が注目をあびてきたが，この目自勺の

合金としてジルコニウム合金についてその製造法

および加工法の研究を行う計画をもつている。

　特殊鋼の研究としては，軸受鋼およびバネ鋼を

坂り上げた。これはわが国の軸受鋼およびバネ鋼

が一般に耐久性にとぼしいとされているがこの原

因に関Lては，いまだつまびらかでない・そこで

この原因を明らかにするため鋼中の炭化物・非金

属介在物の挙動を追求し同時に実用試験を行い，

耐久性を害する因子をつきとめることにより，特

殊鋼の品質向上をはかることを目的とする。



　第3部第3部は化学部門を担当する。すなわ

ち分析化学的問題・腐食と防食等の表面化学的問

題および製鋼反応・溶融塩電解等の高温化学白勺問

題の研究を行う。

　本年度は分析化学部門ではK1inger－Koch式残

’査分析装置を用いて鋼中の各種介在物について残

流分析法の確立を期することに主力をそそぐ。残

液分析法の確立のために化学白勺操作とともに電子

顕徴鏡・X線分析法・電子廻析法等を用いて介在

物の正体を正確に把握する研究を並行して行う・

　また，最近高純度の金属が使用されるようにな

つてきたが，これが適確な分析法は樹立されてい

ない。観点を全く新らしくして物理的測定法およ

び放射化学的測定法を利用してこれが解決をはか

る研究に着手する。

　表面化学部門では，原子力発電，丁業化学方面

および一般のエソジソの高性能化にともない，こ

の方面に使用される金属材料の高温高圧下の腐食

および防食の問題をとりあげて研究する。また発

電用原子炉に使用される液体金属冷却装置の防食

の問題をとり左）げ，優秀な不鋳鋼を見山す研究を

行う。

　高温化学部門では，沃度法による各種金属の沃

化物の熱分解に関する研究をとりあげる・熱分解

生成物の純度向上をはかり，また半二r業的生産規

漢による製造試験装置の試作を行う。

　以」二の研究は本

研究所の他の都と　1

緊密な連絡をとつ

て行われるもので　’　　ヨー！ペ　ノ　　　　　ド．．

総合的成果が1日

も早く挙げられる

ようにという念願

のもとに行われる

ものである。

　第4部　第4部の業務は金属材料の破壊検査・

非破壌検査および試作（二1二業化試験）等に関する

試験研究であつて，またこれらの研究を遂行する

ために必要な調査や施設・設傭等の整傭も担当す

る。

　すなわち第1に，試作研究の実施であり，いわ

ゆる金属の「生れ」から成品に至るまでの，一貫

した生産過程の諸問題について，工業化試験の段

階での研究を分担する。今年度は，予算等の関係

より，1O　kg熔解炉の系列に属する各種施設を整

備することになつたが，試作研究用としては，少

なくとも最小容量1tOn位，真空中でユ00kg位の

各溶解炉を基準とし，これに見合う鍛圧・熱処理

装置の合理的な系列を含む溶解鍛圧・熱処理実験

場および機械工作場の建設計画を進めている。

　第2に，わが国のテステイングセンターとして

の役割を果すには，相当の規模と高度の設備を要

するために，たとえぼ最少限200ないし250台のク

リー一ブ試験機，約80台の疲労試験機，その他各

種高温材料試駿機・標準材料試験機等を整備する

予定である。

　なお当面の研究課題として，「鋼材に発生する欠

陥の判定法とその防止対策」をとり挙げている・

すなわち各種欠陥の定量的な検出法を研究してそ

の等級分類を定め，更に欠陥の種類・形状・大き

さ・分布と鋼材の機械的強度の関連を明確にする

　　　　　　　　　　　　　　ことにより，鋼材

　　　　　　　　　　　喝の使帖的に応じ

　　　　　　　　　　　　　　た合否判定基準を

求める。また進ん

では合理的な久陥

の防止対策法をも

確立したい。

仮　　　庁　　　舎
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1一僧理部　一一
　（戸部健次郎）

金」詞材料の製錬・溶解・鋳造・溶接

および粉末や金に関する研究および

試験に関すること．

金属材料等のカロニ1二（第1部および第

3部の所掌に属するものを除く，以

下同じ。）および物理的」1生質に関する

研究および試験に関すること．

金属材料等の防食，表面処理および

化学的性質に関する研究および試験

に関すること．

金j、詞材料等の破壌検査・非破壊検査

および試作等に関すること．

　　務　　　人事・文書・厚生・

　（石井義馬）会計・営繕等

一企　両　課　総合調整および企一画・研究・

　（橘　恭一）試験の受託および施設・設傭

　　　　　　の貸与等の事務，技術資料の

　　　　　　調査，抜術に関する相談。

秋田政務次官来所！

　　　　当所の現状を視察
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